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ＡＳＥＡＮ各国の政策展開と
日系企業の組立拠点／エンジン拠点直接投資

1

1980‐ 81 Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ補完計画 共通／個別車

マレーシア
50～80

輸入代替
工業化政策

タイ
50～80

輸入代替
工業化政策

①国民車構想

②輸出振興
ｴﾝｼﾞﾝ国産化

②輸出振興
ｴﾝｼﾞﾝ国産化

インドネシア
74～81
輸入代替
工業化政策

②貿易自由化
国民車路線

Eg国産化・ 部品

82： Ph⇒Th： Trm輸出／M日米貿易摩擦

ドル安・ 円高

1988 BBC（ ブランド間域内国際補完） プログラム

組立会社
設立

１ ９ ７ １ Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎカー構想 共通車・ 共同生産

1995 AICO（ ASEAN産業協力アウト ライン） スキーム
2024
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1990年代前半までのASEAN自動車産業競争
（国民車＞国産化＜域内共通車）

マレーシア

小型乗用車：プロトン・サガ

軽自動車：カンチル

中型乗用車：第３国民車

⇒脱自動車？ＭＳＣ？

：300％完成車輸入関税、ウェーバー条項

：イスラム圏および英連邦輸出

ナショナル・フルセット型

日本

ＳＰ

フィ

イネマレ

タイ

ディーゼル
エンジン

トランスミッ
ション

集散地 ガソリン
エンジン

対ＡＳＥＡＮ：域内補完相互調達

乗用車→商用車＋部品Ｇ供給

リージョナル・フルセット型

域内国際分業・協業戦略国内分業戦略

22024

ASEAN官僚会議ASEANカー構想（ 1981）

ボディ・パネル
ショックアブソーバー
キャブレター

ボディパネル
トランスミッション
リア・アクスル

シート
ヘッドライト

ディーゼル・エンジン
ステアリング・システム

ASEANカー
乗⽤⾞・商⽤⾞

ユニバーサルジョイント
燃料噴射ポンプ

タイ フィリピン

マレーシア インドネシア

シンガポール

32024

1989年 三菱自工のアジアカー構想

A:プレス金型
B:インナーパネル（計器盤）

C:ディーゼルエンジン
D：ガソリンエンジン

E：ドア小物部品
I:トランスミッション

F:ドアパネル
H：電装品

L:ガソリンエンジン
M:プレス金型

国⺠⾞・乗⽤⾞
生産補完調達

Jアルミホイール
Kアルミ製品

タイ
フィリピン

マレーシア インドネシア

オーストリア

製品・完成車設計
重量部品

日本

C

C DB

F

42024

1 2

3 4



20240727国際経済学会関⻄中部⽀部合同 ⽵野報告資料 2024年

2

マレーシア国産車・ 国内フルセッ ト 生産
（ 1990年代半ばまでの成功モデル）

海外直接投資戦略

5

１９８０年代のマレーシア国民車（アジア最大Ｂｒａｎｄ車）の部品国産化実績

（機械加工済みの部品組立！）

× 小物鍛造・プレス

× ボディ・プレス用金型

× エンジンブロック鋳造・機械加工

１９８０年代のマレーシア国民車（アジア最大Ｂｒａｎｄ車）の部品国産化実績

（機械加工済みの部品組立！）

× 小物鍛造・プレス

× ボディ・プレス用金型

× エンジンブロック鋳造・機械加工
2024

１９９０年代におけるASEANの自動車需要

供給構造：日本：小型乗用車１モデル頂点＞フルセット・裾野部品産業基盤・ピラミッド構造

タイ：小型トラックの改造車両：１トン・ピックアップトラック／鼻付き×６千万人市場

インドネシア：ワンボックス、トヨタカローラ乗用車、政策的国産車・大宇×１．２億人

マレーシア：政策的支援による国民車・セダン乗用車×２千万人

フィリピン：ビッグ３の乗用車

 台湾：小型乗用車（日産裕隆、三菱中華、Ford福徳六和、GM通用、Peugeot標津）

6
ジェトロ資料

2024

IMVの国際協業体制

72024

IMV Ⅰの10年後＝IMV Ⅱ移行期のASEAN各国の自動車
部品産業蓄積状況

＊就業での産業構成評価
＊難点：Phの駆動・電動部品輸出＞付加価値評価？

産業発達の自律性：多様性の背景
 ①国内市場販売＜所得・生活・道路

 ＞フルセット 対 Sourcing

 ②燃料自動車経済＜産油国・輸入国

 ＞ガソリンE 対 ディーゼル

 ③関連製造業経営資源蓄積

 ＝電装・電子、電気

82024

5 6

7 8
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タイ自動車部品産業集積（ 2014年まで）

92024

VC分析にもとづく４つの経営戦略

④カスタマ・エージェント戦略

購買 加工 組立
企画
販売

流通
AS

Fabless Facility
-less

①レイヤー・マスター戦略
②オーケストレーター戦略

③マーケット・メーカー戦略

OEM/EMS

/EMS(electronics manufacturing serviceOEM(original equipment manufacturer) 102024

11

（１）地場部品企業未形成の部品産業集積国タイ

ジェトロ Web海外ビジネス情報
Spinout（上田曜子）
自動車部品×
医療用精密機器製造◎

2024 12

（２）２０００年代半ば以降のインドネシア市場拡大

2024

9 10

11 12
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（３）ＩＭＶ完成車輸入出国：マレーシア、フィリピン
（４）独自の自動車生産・政策を展開するベトナム

マレーシア：自動車生産台数≒自動車販売台数
＊IMV:輸入＋国産

フィリピン：自動車販売＜自動車輸入国
＊TR・基幹部品、配線・ランプ輸出国
ベトナム：乗用車国産＋IMV輸入国
＊IMV：２０１４離脱 ２０１７復帰

ベトナム：自動車生産
フィリピン：自動車生産台数

出所）Forin資料より作図2024 14

（５）ＡＳＥＡＮ外のグローバル地域むけ完成車組立・輸出拠点国
：インド、南ア、アルゼンチン

出所）Forin資料より作図

ASEAN販売合計＜インド国内販売

ASEAN生産合計＜インド生産販売

輸出余力基盤部品産業レス

2024

（５）ＡＳＥＡＮ外のグローバル地域むけ完成車組立・輸出拠点国
：インド、南ア、アルゼンチン
①立ち上げ初年から輸出、②過半数輸出、
③国内M+部材輸入／基盤レス ④インド国内（＝ASEAN・域内国際市場規模）供給

国内生産台数
（輸出台数）

152024 16

１９９０年代初頭のサブ組立工程・モジュール部品分節化の進展

③「統合（インテグラル）」
• 製品組立組付頂点ピラミッド
• 垂直階層＞フルセット

⇓
「分節（モジュラー）」型

• モジュール部品連峰
• 疑似水平＞新Tier1

④基盤部品産業・サプライヤ？
• 加工製造・目視検査・小組立
＊マキラドーラ：免税・運送・倉庫

 ⑤未形成・輸入依存：問題？

⑥課題：自律共生確保②＋ エンジン・モジュール

 フロント
（ライト、吸気）

 シャシー
（懸架）

 コックピット
（運転台）

 ルーフ

 ドア

①＋キャビン
（内装、シート）

2024

13 14

15 16


